
　現代の学生は，少子化の中，家庭における核家族化に伴うコミュニ
ケーション能力の低下，ゆとり教育の弊害などから生じる学習意欲や
学力の格差，先行きの不透明な景気などから家計が急変し困窮する学
生など，気質が非常に多様化しています。
　今日まで，北里大学は生命科学の総合大学を自負し，多くの学部に
おける，高い国家試験合格率に裏打ちされるように，優秀な卒業生を
社会に輩出してきました。現代の多様化した学生に関する全学共通の
課題を解決するために，北里大学高等教育開発センター（以下センター）
は，平成 19年 4月に教育研究部門，教育開発部門，FD推進部門の 3
部門を擁し発足いたしました。この中で，教育研究部門が行う「初年
次教育プロジェクト」は，「啓蒙教育」「自発的教育」を行う上で，非
常に大きな役割を果たすと考えられます。まず「啓蒙教育」において
最も重要なことは，「自校教育」ではないかと考えます。本学は，学
祖北里柴三郎の信念である「報恩の精神」「実学の精神」「終始一貫の
精神」に基づいた「北里精神」を建学以来約半世紀にわたり継承して
います。この信念を受け継いだ多くの卒業生は，社会でも高い評価を
得ていますが，これからも学生に対し，本学で学ぶ意義を「自校教育」
で再確認させ，私学の生き残りをかけて，「北里の色」を出すことが
必須であると考えます。第二に重要と考えるのは，「医療人としての
マナー教育」ではないかと思います。この問題は，長年，全学学生指
導委員会が学生とともに真摯に取り組み，成果を挙げてきましたが，
多様化した学生に対しては，「自己の哲学の樹立」「医療人としての倫
理の確立」を目指し，これを教育に組み込む必要性が生じていると感

じます。次に「自発的教育」でありますが，欧米の学生と比較して，
明らかに劣っていると考えられる「自己主張性」「論理の展開」など
を改善するとともに，受動的な教育から脱却し，学生が自ら考え，互
いに議論し「課題解決能力」を養うことが必須と考えます。この「自
発的教育」は，これまでは中－高学年において学部ごとの「テュート
リアル教育」や「チーム医療教育」の中で，少人数のグループにより
展開されてきました。自ら考え，議論することにより，いままでの「記
憶」を「知識」へ変換し，身につけるといった大きな教育効果を挙げ
ていますが，これをさらに初年次において展開することは，大学本来
の教育の姿であり，充実した大学生活をおくる上で計り知れない教育
効果を挙げるものと期待されます。
　医療系の専門教育では，教育が一方通行になりがちなので，現代の
多様化した学生の理解度を把握し，学生と教員の双方向教育を行う上で
センターの教育開発部門が担当している「e-Learningプロジェクト」や，
FD推進部門が担当している「教員研修」「全学共通のシステムによる
学生による授業評価」は，必須であると考えられます。「e-Learning」
は今後，ITコンテンツをうまく授業に組み込むことにより，大きな教
育効果が期待されます。教員自身のスキルアップには，定期的な「教
員研修」を行い「学生による授業評価」に真摯な態度で向き合うこと
が重要であることは言うまでもありません。
　最後に，センターが今後の本学の教育の質の向上を担う中心となる
ことを願います。
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学生による授業評価アンケートに関する学生意識調査の結果（要旨）

　学生による授業評価は授業改善の有用な情報源であるとともに，学生と教員が一つの学習共同体を構築する上での重
要なコミュニケーションツールの一つであります。しかしながら，近年授業評価アンケートがほとんどすべての授業で
ルーチン化されるに至り，学生の「回答疲れ」とそれ伴う“不真面目回答”の増加を懸念する声がしばしば聞かれます。
また一方では，今どきの学生に教員の授業や教育力を評価する能力があるのかという疑念が教員の一部に根深くあるの
も事実のようです。それでは，学生による授業評価アンケートの意義を学生，教員双方が理解し，その本来の役割を機
能させるためにはどのような方策をとればよいのでしょう。センターではそれを真剣に考えていくための資料を得るた
めに，2007年 12月～2008年 1月と，2008年 4月の2度にわたり，各学部に協力を仰ぎ，授業評価アンケートに関する
学生意識調査を実施しました。対象は，第一回調査が，薬学部，獣医学部（V,　Z学科），看護学部の各2年生と医学部
2，3年生の計756名，第二回調査が，獣医学部E学科，海洋生命科学部，理学部，医療衛生学部の3，4年生，計1,312
名でした。結果はまだ分析の途上ですが，ここではとりあえず，単純集計の結果を報告します。単純集計にはすぎませ
んが，現行の授業評価アンケートに対する学生の姿勢や態度，期待の一端が伺えるのではないかと思います。
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大学教員の多くは，教育ではなく研究こそが本来の仕事と思っている
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【解説】まず学生による授業評価に対する態度（Q1・第一回調査）として目を引くのは，約 3 人に 2 人の学生が「アン
ケートに回答するのが煩わしい」とする一方で，8 割を超える学生はそれでも「アンケートには真面目に回答している」
と答えていることです。同様に約 8 割の学生は「教員を評価することに心理的な抵抗は感じて」おらず，約半数の学生
は「アンケートの結果そのものには関心を持たない」ものの，圧倒的多数の学生が「アンケートの結果授業がどのよう
に変わったか」を知りたい，「教員は学生の意見で授業の方法を変えるべきである」と考えていることが目立った特徴
と言えます。その一方で，学生による授業評価は「教員の教育力を示す」か，「授業を評価するための基準を持ち合わ
せている」か，となると肯定的な回答は半数に留まっていることが注目されます。また第二回調査の結果（Q1）からは，
性質の異なる最後の問いを除くすべての項目で 8 割以上の肯定的回答が得られ，授業改善への共同意識，学習の仕方に
ついての課題意識の高さが示されています。
　第一回調査では授業評価アンケートの実施時期について「学期末に実施しても意味がない」との回答が半数を占めた
ため，第二回調査では，望ましいアンケートの実施時期について尋ねました（Q2）。約半数が「授業の最終回（または
学期の終了後）」と回答している点は第一回調査と同じですが，全体の 3 人に 1 人が「学期の中間」と回答しています。
その理由の大半は，学期の中間に行えば，後半には変化が望めるからというものでした。アンケート結果の公表方法と
して，2 割近い学生が「授業内での報告」をあげているのは，これと同じ期待を反映しているように見えます。
　第二回調査ではまた，授業評価と直接には関係しませんが，間接的に影響すると思われる「あなたにとって授業で重
要なことは」という質問を加えました（Q3）。「やや重要」を含めればすべての項目について半数から9割以上で「重要」
という回答を得ましたが，そのうち「非常に重要」の割合が高かったのは「重要事項の板書」「興味・関心をひく工夫」

「学生の授業参加の姿勢」「教員の熱意」で，「教員との対話」「充実したシラバス」は相対的に低く，「教科書に沿った
授業」は医療衛生学部では高く，他の非医療系学部では低いという結果でした。
　以上の結果は本学学生の学習習慣・学習方法ばかりでなく，教員や大学・学部の指導方法，教育方法の現状を反映し
たものと思われ，今後のさらなる分析や情報収集の必要性を示唆しているものと思われます。

（集計・文責　鈴木牧彦）
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初年次教育プロジェクト　小島佐恵子

プロジェクトからの報告

　前回の広報誌第3号にも紹介した文部科学省の『学士課程教育の
構築に向けて（審議のまとめ）』の中で，初年次教育は重要な取り
組みの 1つとして取り上げられています。具体的には，「学びの動
機付けや習慣形成に向けて，初年次教育の導入・充実を図り，学士
課程全体の中で適切に位置づける」とありますが，これは初年次教
育が単なる「大学全入時代の処方箋」となることを危惧していると
読み取れるでしょう。なるほど，最近の文部科学省の調査結果（「大
学における教育内容等の改革状況について」2008）によると，初年
次教育の実施率は71％（501大学）であり，かなり多くの大学で実
施されてきていることがわかります。しかし，その内実はやや冷静
に見る必要があります。冒頭の審議のまとめにおいては，初年次教
育を適切に位置づけるためには，「学部・学科等の縦割りの壁を越
えて，充実したプログラムを体系的に提供していくことが課題とな
る」と書かれています。
　さて，上記のような初年次教育を出発させるため，初年次教育プ
ロジェクトでは，学内の情報収集として調査を重ねている段階です。
いったい本学にはどのようなプログラムが必要なのでしょうか。こ
れまでの調査結果の一部をご紹介しつつ，考えてみたいと思います。
　2007年 12月に実施した一般教育部教員対象の質問紙調査の結果
によれば，本学の1年次生の現状として，7割の教員が「自律的に
学ぶための学習技術が身についている」学生は4割以下にとどまる
のではないかと回答しています。大学で学ぶうえでの学習技術の欠
如については，多くの教員に共通した深刻な認識があることがわか
ります。一方で，「高校までの学習内容が身についている」，「積極
的に学ぼうという意欲や目的意識を持っている」，「大学生としての

常識やマナーが身についている」，「親や保護者任せにしない自立し
た意識を持っている」，「積極的に人と交わろうとする意識を持って
いる」などの項目においては，身についていると考える教員と身に
ついていないと考える教員に意識が分かれました。
　また，2008年 1月から3月かけて実施した，主として2年次以降
を担当している各学部の教員へのインタビュー調査でも，学生の学
力や意識が「二極化している」「多峰的である」という言葉がたび
たび聞かれました。こうした教員の見解は，上記の項目等に関して
学生間の差があること，そしてそれが1年次にも2年次以降にも見
られることを示唆しています。実際，学生間にどの程度の差がある
かは詳しいデータを見なければわかりませんが，初年次教育ではこ
のような点に着目し，改善策を練る必要があります。
　そこで，冒頭の「初年次教育は単なる処方箋ではない」という考
え方に沿うならば，内容・方法ともに，一括りのプログラムを展開
するのではなく，学習技術などの「ほぼ全員向け」のプログラムに
加えて，大学生にふさわしい態度，学習意欲，目的意識，基礎的学
力の育成については，「すでに十分持っている学生はより伸ばせる
よう」，「そうでない学生は追いつけるよう」，学生の特質を見極め
ながら，複層的で体系立ったプログラムの実施が必要だと言えるで
しょう。
　今後はもう少し詳細な調査を教員・学生を対象に行う予定です。
それらを分析しながら本学に適したプログラムの具体的な案を描い
ていきたいと思っています。最後になりましたが，この場をお借り
して，お忙しいなか，調査にご協力いただきました先生方に厚く御
礼を申し上げます。

e -Learningプロジェクト　藤原俊朗

　教育開発部門では，情報技術を用いて，授業を支援する環境の構
築を目指しています。
　現在，このようなソフトウェアの一つであるムードルのテスト運
用の為に，何人かの先生にご協力いただき，試用していただいてい
ます。この3ヶ月間に何らかの活動を行っているコースは25あり，
そのうち 12コースでは活発な活動が行われているようです。毎週
300から400人（延べでは500から1000人）がログインしています。
夏休み中にソフトウェアをバージョンアップして，もっと使いや
すい環境を作る予定です。コースを開設して試してみようという方
は，アカウントを作成しますので，高等教育開発センターにご連絡
下さい。
　さて，現在は，ムードルをちょっと試してみようとお考えになっ
ても，以下の手続きが必要です。1）先生から，高等教育開発センター
宛にアカウント発行の申請を出していただく。2）センターにて登
録し，IDとパスワードをお知らせする。同時に，対象となる学生
が登録されていない場合には，センターでシステムに登録します。
　センターでは，情報基盤センターと協力して，この煩わしい手間
をかけずにムードルを使えるように準備中です。具体的には，コン

ピューターを利用するのに必要な（IDとパスワードを使って）本
人確認をするシステムの核を情報基盤センターに設け，それを大学
の様々なコンピューターで使えるようにする計画です。それがうま
くいきますと，学生も教員も，いつも使っているメールサーバーの
IDとパスワードを使って，ムードルを使おうと思い立ったその時
から利用することが出来るでしょう。このように色々な情報サービ
スでの本人確認のための共通の基盤が整備されていますと，ムード
ルだけでなく，将来，学生や教職員向けの様々なサービスを導入し
た時に，利用者の負担が減るばかりではなく，システムを管理する
側にとっても大きなメリットがあるでしょう。
　昨年度の報告会では，テレビ会議システムと遠隔授業システムを
紹介しました。これらは授業の「同時中継」を可能にする技術です
が，授業の「録画」を見せたい場合もあるでしょう。そのために，
情報基盤センターにMediasite Liveという大変すぐれた装置があり
使われています。これも昨年度，紹介いたしました。現在，e-
Learningプロジェクトでは，もっと安価な，簡便で気楽に使える「録
画」システムの提案を目指して，技術的な調査と経験の蓄積，どの
ようにすれば「録画」を授業支援に生かせるかを検討中です。



海洋生命学部に引き継がれるFDと高等教育開発センターへの期待

海洋生命科学部　加戸隆介

　“海洋生命科学部”は水産学部の名称を改称して，今
春新たなスタートを切ることになりました。本稿では水
産学部で培ってきたFDの歴史と活動を振り返ることに
します。
　水産学部では，2004年に日本技術者認定機構（JABEE）
による審査を受審することを決めたのを契機に本格的に
FD に取り組むことになりました。2002 年 4 月に FD 委
員会が発足し，同年 9 月に第一回 FD 研修会が大船渡市
にある岩手県の保養施設を借りきって1泊2日で行われ
ました。タスクフォースには，3 名の学部 FD 委員に加
えて，FD 活動に実績をもつ本学薬学部から中川靖一，
伊藤智夫，石井邦雄の3先生および杏林大学医学部から
赤木美智男先生が講師として加わって下さった。FD 委
員以外は，研修内容をまったく知らされず，一教員とし
て参加した私自身も受験するような不安な気持ちで参加
したことを覚えています。この研修会を通じて，全教員
がカリキュラムのプラニング技法，問題解決の手法，教
育用語など多くの事を新鮮な驚きを持って学びました。
学部に意識改革をもたらしたという点で上記4先生の貢
献は計り知れないものがあります。
　学部で恒常的となっている FD 活動のひとつとして，
毎年東京で開かれる教員研修会や各地で開かれるFDに
関する講演会や技術講習会への教員の派遣があります。
受講者には，後に学部内で開かれる報告会あるいはワー
クショップにおいて，研修情報や学んだ技術の全教員へ
の伝達役をお願いしています。
　時宜を得たテーマに関して，外部講師を招いての講演
会や FD 研修会も重要な活動のひとつです。過去には，
カリキュラムや授業内容に関わるテーマを取り上げ，学
内外で密度の濃いワークショップを実施してきました。

そこでは，FD委員による話題提供，グループセッション，
全体セッションを通じて率直な意見交換や討議が行われ，
その成果は，授業改善，新学部のカリキュラムや新科目
等の作成に生かされてきています。
　他の重要な活動として各種アンケート（授業評価アン
ケート，学部総合評価アンケート他）の実施があります。
授業評価アンケート結果は，個々の教員に伝えられ，理
解度の把握，授業改善に生かされています。学部独自の
制度としては，授業評価アンケート結果に基づく“優秀
教育賞”の選出と表彰があり，学期始めのオリエンテー
ション時に受賞教員を紹介しています。平成 19 年度か
らは，教員の授業モチベーションを高める意味も込めて，
年間8名を選ぶように変更しました。授業評価アンケー
トの質問数は開始当初30近くあり，全専門科目でアンケー
トされる学生達には大きな負担であったらしく，回答の
誠意が疑われる傾向が見られました。そのため，回答精
度の向上，学生の負担軽減，評価者としての学生自身の
自覚喚起を勘案し，2008年度からは質問数を7つに減じ，
さらに記名式（ただし，教員は回答者名を知ることはで
きない）に改めました。アンケートの分析内容は2年ご
とに発行されるFD報告書に収められるとともに，学生
にも開示されています。
　このように，三陸ではJABEEが要求する“継続的改善”
を駆動力として，常にFDに“心掛けねばならない”状況
が維持されてきました。今後は，研究活動と両立させる上
で，いかに効率的にFDの実を上げるかが課題です。高等
教育開発センターが提供するタイムリーなFD講演会等の
テレビ配信は，FD の実の向上という点で大いに期待さ
れるとともに，全学が同一の話題でFD意識の共有化を
図れる点においても大きく貢献していると考えています。

シリーズ　FDへの取り組み　第 4  回
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土持ゲーリー法一
『ティーチング・ポートフォリオ  授業改善の秘訣』

東信堂
2,000円（税別）

　「ティーチング・ポートフォリオ」という言葉は，
最近FDに関連してよく耳にする。「ポートフォリオ」
という言葉の本来の意味は，「書類カバン」というこ
とである。そこで，「ティーチング・ポートフォリオ」
とは何かというと，自分の授業シラバス，学生による
授業評価，学生からのフィードバック，同僚からの評
価など，教育に関わる多くの項目を含む，教員自身の
総合的な記録である。そして，そのポートフォリオを
参考に教員各自が，自己反省し，授業改善への取り組
みをするための「診断書」である。

　アメリカでは既に，1980年代から
用いられていて，大学への就職，転職，昇任，教員評
価などにも使われているが，日本では今のところ，授
業改善のための資料と考えるのが一般的であるようだ。
　本書ではそうした「ティーチング・ポートフォリオ」
の解説はもちろん，弘前大学での実践例，さらには授
業改善ための様々なヒントをも提供してくれる。本学
でも，本書を参考として，教員が自らの「ティーチング・
ポートフォリオ」を作り，FDの実践的な取り組みを
主体的に取り組む時期に来ているのではないだろうか。



◆ センター員の活動
平成20年
・教育マネジメント研究会
　4月13日，横浜：小島（発表）
・FD実践事例紹介セミナー（主催内田洋行），
　教育の質の向上を目指した新しい授業への取り組み
　5月9日，東京：藤原，小島
・「ID統合管理」実践構築セミナー
　5月14日，東京：福田　宏
・日本高等教育学会第11回大会
　5月24日・25日，仙台：小島（発表）
・教育効果アセスメントと持続的な大学改革（東京大学教育学部　
　大学経営・政策研究センター，IDE大学協会主催）
　6月2日，東京：小島　
・大学教育学会第30回大会
　6月7日・8日，東京：小島

・国際大学戦略セミナー2008
　6月 10日，東京：藤原
・学士課程教育のアウトカム評価とジェネリックスキルの育成に
　関する国際比較研究会
　6月21日，東京：小島
・初年次教育プロジェクト
　北里大学における初年次教育に関する教員意識調査結果報告会
　6月23日，北里大学相模原校舎：小島（発表）
・大学教育を考える ─初年次教育を学士力にいかにつなげるか─
　（朝日新聞主催シンポジウム）
　6月19日・20日，東京：小島
・若手FD研究者ネットワーク  第 1回会合
　7月19日・20日，大阪：小島

広報誌第 4号をお届けします。今年度の

新任教員研修会は，9月に行われますが，

12月には中堅教員を対象とした「リフレ

ッシュ・セミナー」（仮題）を開催する予

定です。次号で詳細はお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　  　　（岡野）

編　集　後　記

北里大学高等教育開発センターニュース

北里大学高等教育開発センターWebサイト

発行日　2008 年 7 月 31 日
発　行　北里大学高等教育開発センター
　　　　〒 228-8555 神奈川県相模原市北里 1-15-1
　　　　FAX：042-778-9543
発行責任者　鈴木　牧彦

表紙絵：古矢　鉄矢

Vol.4

第3回高等教育開発センター講演会

　去る7月28日（月）午後5時より7時45分まで，相模原校舎L3
号館で第3回の講演会が行われました。テーマは，「教育目標・人
材育成目標を掘り下げる」で，第一部は，東京大学本部統括長（経
営・企画系）の鈴木敏之氏による，「これからの高等教育の展望と
私立大学への期待」というご講演で，第二部は，第一部の問題提
起を受けて，「北里大学における教育目標と人材育成目標の現状と

課題」と題して，北里大学点検・評価室長の石井邦雄薬学部教授
が講演されました。文科省の政策部門の中心的な役割を果たされ
てきた鈴木氏と，北里大学における点検・評価の部門長をされ，
全学の実情を最もご存じの石井教授の組み合わせによる二つの講
演は，本学の進むべき方向を明確にしたと言えるでしょう。次号
では講演会の概要をお伝えいたします。

著作権セミナー開催のお知らせ

　平成20年8月28日（火）午後1時より5時まで，相模原校舎L3
号館で，北里大学高等教育開発センターと独立行政法人メディア
教育開発センターの共催で，「大学等における情報技術活用教育と
著作権」というセミナーが開かれます。講師は独立行政法人メディ
ア教育開発センターの尾崎史郎教授です。内容としては，1.著作権

制度の概要，2.大学における著作物の利用，3.情報技術活用教育と
著作権が予定されております。尾崎先生は著作権に関する講演を
数多く行い，その道のエキスパートといえる方です。日頃から教
材作りなどで，著作権への疑問を感じておられる先生方には是非
ご参加頂きたいセミナーです。

平成20年度新任教員研修会

　平成20年度新任教員研修会が，9月 2日（火），3日（水）の二
日間，クロスウェーブ東中野で行われます。今年度採用された専
任講師以下の教員39名が対象となります。実施のねらいとしては，
北里大学の教員としての使命と役割の理解，社会人としての基本

的マナーを磨くこと，学生との良好な関係を築くための姿勢を身
につけることにあります。講師としては，小林裕志北里研究所常
任理事，日本ODコンサルタンツの近藤裕子トレーナー，名古屋大
学高等教育研究センターの近田政博准教授が予定されています。


